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平成３０年３月１７日 

社会教育課 
 
１  日時 平成３０年２月２２日（木）午前９時３０分から１１時４５分まで 

 
２  場所 県立倉吉体育文化会館 

 

３ 会議の概要 

議題１ 体験活動の推進について 

○平成２９年度に実施した鳥取県「体験の風をおこそう」運動推進事業及び子供と自然をつなぐ

地域プラットフォーム形成支援事業の実施結果について報告した。併せて、平成３０年度の鳥

取県「体験の風をおこそう」運動推進事業計画について説明し、意見をいただいた。 

 ※鳥取県「体験の風をおこそう」運動推進事業…独立行政法人国立青少年教育振興機構からの受託事業。 

    県立青少年社会教育施設・団体等が連携し、地域が一体となって子どもたちに自然体験などを直接体

験する機会を提供するとともに、体験活動を推進する機運を高める取組などを実施する。 

 ※子供と自然をつなぐ地域プラットフォーム形成支援事業…文部科学省からの受託事業(平成29年度限り) 

    児童養護施設及び母子生活支援施設と県立青少年社会教育施設等が連携し、児童養護施設等の希望や

課題意識に応じた自然体験活動の実施方法等を検討し、実施する。 

 ○主な意見 

  ・「体験の風をおこそう」という言葉はとても良い名称。 

  ・保育園等の幼児は遠くまで出かけにくいので、東部地域での活動も対象になれば良いと思う。 

  ・体験活動を指導できる人材は不足しているので、指導者育成の講座は対象を図書館や公民館

職員にも広げてほしい。 

  ・自然体験活動の広報チラシは、手に取ってもらえるように、行事日程に加えて一部詳しく紹

介するなど工夫して欲しい。 

  [対応]→意見を踏まえて事業内容を再検討し、平成３０年度事業計画を修正する。 

 

意見交換(１) 公民館の振興について 

○鳥取県公民館振興プラン(H20.8策定)に掲げる施策の取組状況や課題等を把握するため実施し

た公民館訪問や市町村教育委員会を対象としたアンケート調査の結果と考察について説明し、

公民館活動への若者の参加促進の方策などについて意見をいただいた。 

○主な意見 

・小学生頃から地域に関わり、その後リーダーとして、そして大学生になったら大学で地域に

関わるという、段階をおって地域と関わることが大切。 

・公民館事業の参加者確保アイディアとして、事業の参加人数を館同士で競ってはどうか。 

・地域外から通う大学生などが、興味が持てるような公民館事業に参加することは有意義であ

り、卒業後に自分の住む地域で参加するきっかけになるのではないか。 

・大学でも地域連携や地域貢献は大きなテーマとなっているので、大学の窓口に声をかけても

らうと良い。 

 [対応]→アンケート結果等のまとめを市町村教育委員会へ情報提供する。 

    →各大学の地域連携等に関する担当部署を各市町村の社会教育担当課へ周知する。 

 

 



意見交換(２) 放課後等の子どもの居場所づくりについて 

 ○放課後の子どもの居場所として、「地域学校協働活動」、「放課後子供教室」、「地域未来塾」

など地域住民等による参画・支援・協働による取り組みが進んでいる現状を説明し、「放課後

子ども総合プラン」で示された放課後児童クラブ及び放課後子供教室の一体的な推進を引き続

き推進していくことをあわせて説明した。貧困対策関連事業では、教育と福祉との一層の連携

や地域人材の確保に課題があることから、その方策等について意見をいただいた。 

 ○主な意見 

  ・放課後子供教室等の指導員は、保育士の資格があると良い等の意見がある。 

  ・居場所側と保護者の声を吸い上げて、お互いが理解し合う手だてが必要。 

  [対応]→意見を参考として、対応を検討する。 

 

報告１ 社会教育委員の手引の作成について 

 ○県や市町村の社会教育委員の役割や心構え等基本的なことをまとめた手引を作成し配布するこ

とを報告した。 

 

報告２ 第４０回中国・四国地区社会教育研究大会鳥取大会の開催結果について 

 ○平成２９年１０月２６日(木)、２７日(金)に米子市文化ホール等で開催し、延べ１，１１７人

の参加があったこと等を報告した。 

 

報告３ 平成２９年度とっとり県民カレッジ主催講座「未来をひらく鳥取学」開催概要に

ついて 

 ○地域課題の解決につなげられるよう講座の構成等を見直した結果、若い年齢層の受講が増え、

学習成果を地域活動に活かしたいとのアンケート回答が増加したこと等を報告した。 
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